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次
代
を
担
う

よ
う
ぼ
く
を
目
指
し
て

学
生
担
当
委
員
会

委
員
長

宮
垣

誠

日
頃
は
、
学
生
会
活
動
の
上
に
ご
協
力
く

だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
学
生
会
の
様
子
に
つ
い
て
、
少
し

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
数
年
間
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
、
教
区
の
学
生
会
は
休
止
状

態
で
し
た
が
、
３
月
に
お
ぢ
ば
で
行
わ
れ
た

「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
、
学
生
担

当
委
員
会
で
団
参
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
皆

様
の
声
掛
け
の
お
か
げ
で
、
８
名
の
学
生
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
夕
方
宿
舎
に
集
合
し
、
本
部
夕

づ
と
め
参
拝
に
引
き
続
い
て
前
夜
祭
へ
参
加
。

ま
た
二
日
目
は
、
本
部
朝
づ
と
め
参
拝
、
中

庭
で
の
式
典
と
各
直
属
に
分
か
れ
て
直
属
ア

ワ
ー
に
参
加
し
た
後
に
宿
舎
で
解
散
す
る
、

と
い
う
日
程
で
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
初

参
加
ば
か
り
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な

り
「
こ
ん
な
に
楽
し
い
な
ら
、
学
生
会
や
り

た
い
」
と
い
う
意
見
が
出
る
ほ
ど
楽
し
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
の
中
か
ら
中
心
に
な
っ
て
動

き
出
し
て
く
れ
る
学
生
も
出
て
き
て
、
先
日
、

あ
る
直
属
の
行
事
に
学
生
会
の
ス
タ
ッ
フ
側

で
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
学
生
会
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
活
動
の
進
め
方
な
ど

色
々
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
前
へ
進
ん
で
い
る
状
態

で
す
。

ま
ず
は
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
の
「
こ

ど
も
横
丁
」
ひ
の
き
し
ん
に
、
一
人
で
も
多

く
の
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
声

を
掛
け
て
い
き
た
い
と
の
目
標
を
も
っ
て
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
学
生
層
育
成
の
上
に
、
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
５
月
か
ら
三
ヶ

月
間
詰
所
で
修
養
科
生
の
教
養
掛
と
し
て
つ

と
め
て
お
り
ま
す
。
夜
に
修
練
が
あ
り
、
一
ヶ

月
生
と
と
も
に
お
て
ふ
り
の
「
お
手
直
し
」

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
受
け
ま

す
と
、
自
分
の
ク
セ
や
、
間
違
っ
て
覚
え
て

い
た
こ
と
を
い
く
つ
も
発
見
し
、
「
こ
ん
な

に
も
多
く
間
違
っ
て
覚
え
て
い
た
の
か
」
と

驚
き
の
連
続
で
す
。
ま
た
間
違
い
が
わ
か
っ

た
お
手
や
足
の
運
び
も
、
気
に
し
て
い
な
け

れ
ば
「
あ
っ
、
今
の
場
所
だ
っ
た
」
と
過
ぎ

て
か
ら
思
い
出
す
場
面
も
あ
れ
ば
、
思
い
出

せ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
何
度
も
あ

り
ま
す
。

年
祭
活
動
中
、
お
ぢ
ば
で
修
養
科
生
と
と

も
に
お
育
て
い
た
だ
く
こ
の
機
会
に
、
お
て

ふ
り
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
教
わ
っ
て
き

た
こ
と
に
間
違
っ
て
覚
え
て
い
る
こ
と
は
な

い
か
、
ま
た
ズ
レ
が
出
来
て
い
な
い
か
を
、

改
め
て
確
認
し
修
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
祭
活
動
も
折
り
返
し
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
学
生
た
ち
を
見
習
っ
て
勢
い

よ
く
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

７月２７日～８月４日
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

□
た
す
け
委
員
会

・
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
動
画
使
用
に
つ
い
て
道
友
社
か
ら
の
ご
連
絡

こ
こ
数
年
来
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
上
に
「
天
理
教
の
時
間
」
な
る
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
開
設
さ
れ
、
過
去
に
道
友
社
が
制
作
・
放
映
し
た
動
画
が
多
数
掲
載
さ
れ
、

誰
で
も
自
由
に
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

ペ
ー
ジ
は
道
友
社
と
は
一
切
関
係
の
な
い
個
人
が
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、
道
友

社
と
し
て
著
作
権
な
ど
の
制
約
か
ら
本
来
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
で
き
な
い
動
画
を
不

正
に
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
社
会
全
体
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
を
鑑
み

て
、
こ
の
サ
イ
ト
に
よ
る
動
画
の
不
正
使
用
を
常
態
化
さ
せ
る
こ
と
は
問
題
と
考

え
、
先
般
、
道
友
社
よ
り
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
側
に
公
式
に
動
画
の
削
除
申
請
を

行
い
、
現
在
は
視
聴
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
教
区
内
で
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
そ
れ
ら
の

動
画
の
利
用
を
お
考
え
の
会
場
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
サ
イ
ト
は
す
で
に
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
動
画
に
よ
っ
て
は
、
道
友
社
か
ら

Ｄ
Ｖ
Ｄ
メ
デ
ィ
ア
で
お
貸
し
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
の
で
、
道
友
社
音
声
映
像
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

天
理
教
道
友
社

音
声
映
像
課

0743-63-5640

尚
、
貸
し
出
し
以
外
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局

0743-63-2245
(

布
教
二
課
）

▽
「
天
理
教
お
ぢ
ば
が
え
り
団
参
券
」
の
磁
気
化
に
関
す
る
お
知
ら
せ

□
輸
送
部

以
前
に
お
知
ら
せ
の
通
り
、
「
天
理
教
お
ぢ
ば
が
え
り
団
参
券
（
通
称
Ｊ
Ｒ
団

参
券
）
」
の
磁
気
化
移
行
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
新
幹
線
の
乗
車
券
を
除
く
全

て
の
コ
ー
ス
が
磁
気
化
さ
れ
ま
す
。
当
初
６
月
１
日
付
け
の
移
行
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
７
月
１
日
に
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
変
更
点
は
、

①
目
的
地
へ
の
方
向
が
一
方
向
に
な
る
。

（
往
路
に
１
枚
、
復
路
に
１
枚
、
別
に
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

②
区
間
が
、
各
地―

京
都
市
内
／
大
阪
市
内
と
な
る
。

（
京
都
や
大
阪
か
ら
天
理
駅
ま
で
の
運
賃
は
別
途
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

尚
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
理
教
輸
送
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
第
２
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
報
告
書
に
つ
い
て

報
告
書
は
６
月
３
日
（
本
日
）
ま
で
に
教
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
配
布
物
や
備
品
の
残
り
の
回
収
に
つ
い
て

回
収
し
た
参
加
カ
ー
ド
と
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
直
ち
に
教
区
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

後
日
控
え
を
と
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
残
っ
た
配
布
物
は
教
区
へ
６
月
３
日

（
本
日
）
ま
で
に
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

・
助
成
金
の
清
算
に
つ
い
て

明
細
を
添
え
て
、
近
日
中
に
残
金
を
ご
精
算
く
だ
さ
い
。

▽
第
３
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
計
画
書
に
つ
い
て

第
三
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
計
画
書
を
作
成
し
、
７
月
２
日
ま
で
に

教
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
本
日
（
６
月
３
日
）
配
布
し
ま
す
。

▽
災
害
復
興
支
援
募
金
に
つ
い
て
（
再
掲
）

滋
賀
教
区
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
災
害
復
興
支
援
の
た
め
「
天
理
教
災
害
救
援

ひ
の
き
し
ん
隊
基
金
」
へ
の
心
寄
せ
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
一
回
目
の
回

収
日
を
７
月
２
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
支
部
で
と
り
ま
と
め
て
、

教
区
へ
お
届
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
支
部
長
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い
て

滋
賀
教
区
で
は
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
期
間
中
、
「
こ
ど
も
横
丁
」
を
担
当
す

る
関
係
で
、
８
月
の
主
事
会
、
教
区
役
員
会
、
婦
人
会
例
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
代
え
て
、
左
記
の
通
り
「
支
部
長
連
絡
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
期

日

８
月
２
日
（
金
）
13
時
半
よ
り

・
場

所

第
９
母
屋
（
滋
賀
教
区
宿
舎
）

※
各
部
各
会
の
配
布
物
等
は
、
事
前
に
（
７
月
中
）
教
務
支
庁
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

教
務
部

・
・
竹
下
部
長
・
・

▽
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
（
再
掲
）

所
轄
庁
（
県
庁
）
へ
提
出
す
る
た
め
の
関
係
書
類
は
、
記
入
例
を
参
考
に
適
正
に

作
成
い
た
だ
き
、
支
部
で
取
り
ま
と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
提
出
締
切

７
月
２
日
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布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
に
つ
い
て

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
申
し
込
み
に
つ
い
て
（
再
掲
）

「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
（
締
切
６
月
３
日
・
本
日
）

・
実
施
要
項
に
つ
い
て

担
当
者
用
実
施
要
項
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
各
支
部
２
部
（
支
部
長
宛
封
筒
在
中
）

・
実
施
計
画
書
に
つ
い
て

実
施
計
画
書
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
実
施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
直
接
提
出
（
締
切
８
月
25
日
）
し
て
く
だ
さ
い
。
支
部
内
の
取
り
ま
と
め
に

実
施
計
画
書
の
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
で
参
加
の
呼
び
か
け

実
施
計
画
が
決
ま
っ
た
ら
、
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
投
稿
し
、
参
加
の

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
参
加
カ
ー
ド
に
つ
い
て
（
再
掲
）

参
加
カ
ー
ド
は
、
支
部
で
回
収
し
て
名
簿
管
理
担
当
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
よ

う
ぼ
く
名
簿
に
参
加
を
記
録
い
た
し
ま
す
。

・
実
施
報
告
書
の
集
計
表
に
つ
い
て

ご
提
出
い
た
だ
い
た
報
告
に
つ
い
て
、
集
計
結
果
を
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

６
月
28
日
（
金
）

午
後
２
時

於
・
教
務
支
庁

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
『
す
き
っ
とvol.

41
』
（
９
月
１
日
発
売
）
予
約
申
し
込
み

申
込
期
間

６
／
１

～

７
／
26

特
別
価
格

７
７
０
円
（
税
込
み
）

直
属
・
支
部
担
当
者
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▽
デ
ジ
タ
ル
リ
マ
ス
タ
ー
版

『
け
っ
こ
う
源
さ
ん
』
発
売
延
期
の
お
知
ら
せ

５
月
中
旬
～
下
旬
に
発
売
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
り
良
い
作
品
に
仕
上

げ
る
べ
く
、
発
売
日
を
６
月
25
日
に
延
期
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
心
待
ち
に
さ
れ
て
い

る
方
々
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
『
感
謝
・
慎
み
・
た
す
け
あ
い
』
関
連
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て

関
連
グ
ッ
ズ
の
３
商
品
の
英
語
表
記
に
誤
り
が
見
つ
か
り
、
５
月
16
日
よ
り
対
象

商
品
の
販
売
を
停
止
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
訂
正
商
品
が
入
荷
で
き
次
第
、
販

売
を
再
開
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
既
に
購
入
さ
れ
ま
し
た
方
に
対
し
て
は
、
お

や
さ
と
書
店
に
て
返
品
交
換
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

て
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
０
９
号
発
行

「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
特
集
の
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
０
９
号
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
本
日
（
６
月
３
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
「
現
地
研
修
会
」
の
ご
案
内

本
年
は
、
杉
原
千
畝
記
念
館
や
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館
を
巡
り
ま
す
。

●
杉
原
千
畝
記
念
館

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日
本
の
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
杉
原
千
畝
氏
は
、
数
千

人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
難
民
を
救
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
関
ケ
原
古
戦
場
記
念
館

映
像
や
模
型
、
体
験
型
の
展
示
を
通
し
て
、
「
関
ケ
原
の
戦
い
」
の
様
子
を
臨
場

感
た
っ
ぷ
り
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
開
催
日

７
月
４
日
（
木
）

・
集

合

７
時
30
分

龍
池
分
教
会

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
出
発

８
時
30
分

教
務
支
庁

集
合

８
時
45
分

出
発

９
時
20
分

中
野
大
教
会

出
発

現
地
へ

・
帰

着

17
時
こ
ろ

滋
賀
教
務
支
庁
に
て
解
散

・
参
加
費

１
千
５
百
円
／
人

・
定

員

20
名
（
先
着
順
）

・
申
込
み

各
支
部
で
取
り
ま
と
め
て
申
込
書
を
教
務
支
庁
へ
提
出

申
込
み
〆
切

６
月
20
日
（
木
）
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災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

・
・
藪
田
隊
長
・
・

▽
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

滋
賀
教
区
隊
出
動

４
月
18
日
、
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
よ
り
出
動
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
左
記
の
通
り
滋
賀
教
区
隊
と
し
て
今
年
３
回
目
の
出
動
を
い
た
し
ま
し
た
。
出

動
下
さ
っ
た
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
６
ペ
ー
ジ
に
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

出
動
期
間

５
月
13
日
（
月
）
～
16
日
（
木
）

出
動
人
員

12
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

藪
田

廣
信
（
明
城
・
明
六
十
一

・
大

津
）

山
田

輔

（
甲
賀
・
甲

賀
・
江
南
北
）

青
木

知
成
（
敷
島
・
東

大
・
大

津
）

加
藤

定
丸
（
甲
賀
・
近

愛
・
江

東
）

板
倉

眞

（
甲
賀
・
押

立
・
江

東
）

佐
野

敏

（
日
野
・
日
野
川
・
江
東
南
）

古
澤

和
弥
（
甲
賀
・
賀

阪
・
江
東
南
）

中
島

友
晴
（
甲
賀
・
岩

根
・
江
南
北
）

小
林

治
雄
（
水
口
・
龍

池
・
江

南
）

小
林

誠
治
（
水
口
・
龍

池
・
江

南
）

北
條

道
也
（
坂
東
・
瑞

氣
・
大

津
）

中
西

道
洋
（
琵
琶
・
琵

琶
・
江

西
）

宿

営

地

石
川
県
輪
島
市
三
井
町

日
本
航
空
学
園
能
登
キ
ャ
ン
パ
ス
内

作
業
内
容

ブ
ロ
ッ
ク
塀
解
体
な
ど

▽
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
に
つ
い
て

５
月
28
日
、
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
」
は
、
天
候
の
状

況
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
（
Ｋ
Ｏ
Ｇ
）
委
員
会

・
・
青
木
委
員
長
・
・

▽
準
備
期
間
の
宿
舎
（
豊
井
ふ
る
さ
と
寮
）
備
品
搬
入
（
再
掲
）

・
日

時

６
月
６
日
（
木
）

午
前
９
時

こ
ど
も
横
丁
の
現
場
に
集
合

▽
「
こ
ど
も
横
丁
」
設
営
準
備
（
６
月
・
７
月
）
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い

・
作
業
日

６
月

６
・
８
・
９
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17
・
19
・
20

・
22
・
23
・
24
・
25
・
28
・
29
・
30
日

以
上
17
日

７
月

４
・
６
・
７
・
８
・
12
・
13
・
14
・
16
・
17

・
19
・
20
・
21
・
23
・
24
・
25

以
上
15
日

※
６
月
同
様
、
７
月
も
各
支
部
延
べ
５
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
改

め
て
７
月
の
「
支
部
出
仕
表
」
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
６
月
10
日
ま
で
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
提
出
後
の
変
更
は
教
務
支
庁
青
年
（
鈴
木
喜
郎

090-7346-1970

）

へ
、
３
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
５
月
献
血
実
績
（
４
／
21
～
５
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

３
名

江

南

１
名

★
合

計

江
南
北

２
名

江

東

１
名

成

分

８
名

江
東
南

１
名

湖

北

２
名

４
０
０
㎖

５
名

☆
献
血
バ
ス

江
東
南

１
名

湖

北

２
名

今
月
も
、
大
勢
の
方
の
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
６
月
（
５
月
30
日
）

大
津
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
７
月
（
６
月
27
日
）

江
西
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
原
委
員
長
・
・

▽
こ
ど
も
横
丁
準
備
ひ
の
き
し
ん

三
日
隊
参
加
の
お
願
い

・
１
回
目

６
月
14
日
、
15
日
、
16
日

・
２
回
目

６
月
28
日
、
29
日
、
30
日

※
各
日
と
も
に
、
午
前
９
時

現
場
集
合
で
す
。

１
日
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
琵
琶
湖
外
来
魚
駆
除
ひ
の
き
し
ん
（
再
掲
）

・
日

時

６
月
９
日
（
日
）

９
時
半
か
ら

・
場

所

矢
橋
帰
帆
島

※
貸
し
出
し
用
釣
竿
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
が
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
釣
竿
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
に
つ
い
て

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
開
催
に
併
せ
、
少
年
会
滋
賀
教
区
団
は
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
及

び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
（
10
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
参
照
）

・
対

象

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

中
学
生
・
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
高
校
生
以
上
の
よ
う
ぼ
く
）

サ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
高
校
生
以
上
）

・
期

間

８
月
１
日
〜
５
日

・
申
込
み

７
月
20
日
ま
で
に
各
支
部
少
年
会
委
員
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
配
布
物

募
集
要
項
・
参
加
申
込
書
・
個
人
情
報
へ
の
対
応
同
意
書

（
教
会
布
教
所
に
各
一
部
）

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

６
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
学
生
会
名
簿
更
新
の
お
願
い
（
再
掲
）

新
し
い
年
度
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年
提
出
い
た
だ
い
た
名
簿
の
学
校
や
学
年

を
確
認
の
上
再
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
の
後
、
名
簿
を
も
と
に
、
学
生
会
が

会
員
宅
周
り
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
雲
出
代
表
・
・

▽
第
50
回
滋
賀
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い

総
会
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

・
日

時

６
月
９
日
（
日
）

13
時
30
分
よ
り
（
13
時
よ
り
受
付
）

・
場

所

教
務
支
庁

滋
賀
里
親
会

・
・
小
椋
会
長
・
・

▽
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

・
日

時

６
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
よ
り
（
９
時
半
よ
り
受
付
）

・
場

所

教
務
支
庁

・
内

容

昨
年
度
の
報
告
と
今
年
度
の
予
定

神
戸
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
「
椎
野
さ
ん
家
」
の
お
話

並
行
し
て
子
ど
も
向
け
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
開
催

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
意
見
交
換
会

・
参
加
費

一
人
５
百
円
（
大
人
の
み
）

※
会
員
以
外
で
も
里
親
に
興
味
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
者
は
６
月
20
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

よ
う
ぼ
く
民
生
・
児
童
委
員
連
盟

・
・
板
倉
代
表
・
・

▽
初
顔
合
わ
せ
会
の
報
告

よ
う
ぼ
く
民
生
・
児
童
委
員
連
盟
（
４
月
１
日
発
足
・
会
員
23
名
）
で
は
、
５
月

２
日
の
午
後
、
15
名
が
参
加
し
て
「
初
顔
合
せ
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
情
報
交
換
な
ど
今
後
の
活
動
の
上
に

有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
概
ね
半
年
に
一
回
の
ペ
ー
ス

で
顔
合
わ
せ
の
機
会
を
持
ち
、
お
互
い
の
研
鑽
を
高
め
合
う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、

次
回
会
合
は
秋
頃
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

教
区
管
内
の
民
生
・
児
童
委
員
で
、
ま
だ
申
し
出
て
お
ら
れ
な
い
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
次
回
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
左
記
役
員
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
選
任
さ
れ
た
代
表

板
倉

元

（
甲
賀
・
押
立
・
江
東
）

布教月報

道友社報

情報ねっと

学生担当者報

ＱＲ
コーナー
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令和６年能登半島地震 災救隊出動記録 №３

災
救
隊
滋
賀
教
区
隊
は
、
本
部
の
要
請
を
受
け

て
、
５
月
13
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
本
年
三
回
目

の
出
動
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
日
本
航
空
学

園
の
校
舎
が
宿
営
地
と
し
て
用
意
さ
れ
、
兵
庫
教

区
隊
、
岩
手
教
区
隊
、
本
部
青
年
会
隊
と
共
に
輪

島
市
や
珠
洲
市
で
活
動
し
ま
し
た
。
滋
賀
教
区
隊

は
、
期
間
を
通
し
て
輪
島
市
の
住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
解
体
、
搬
出
作
業
に
あ
た
り
、
３
日
間
で
８

軒
分
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

周囲の被災家屋に心を痛めながら

解体するブロック塀は大物

ダンプへの積込みも若い力で

宿営地のグランドでの朝礼困難な作業も一手一つで

学園の校舎前にある展示ヘリの前で集合写真



支部
実施
単位

会　　場
（昨年の会場）

実施日 総数 男 女 教会長
布教
所長

ようぼく
少年
会員

その他
昨年
実績

支部
滋賀教務支庁

（昨年は琵琶湖湖畔）
4月29日 55 23 32 6 2 38 8 1

〃
大津赤十字病院

（昨年は南郷公園付近河川敷）
4月29日 54 25 29 5 5 33 10 1

瀬田組 唐橋公園
（昨年はびわこ学園医療福祉センター）

4月29日 61 29 32 3 7 38 13 0 56

草津西組
北組 東組

草津市総合体育館 4月29日 80 34 46 7 7 55 9 2 78

栗東組 栗東運動公園 4月29日 52 18 34 2 4 38 5 3 64

栗東組 栗東運動公園 5月14日 6 4 2 2 0 4 0 0 7

守山組 守山市民運動公園 4月29日 52 21 31 4 2 35 11 0 34

野洲組 野洲市民グランド 4月29日 44 20 24 4 2 35 2 1 41

甲南組 甲南第一地域市民センター 4月29日 55 25 30 9 2 37 6 1 58

甲賀組 甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センター 4月29日 33 14 19 5 4 21 0 3 31

信楽組 信楽荘 4月29日 78 35 43 7 3 58 6 4 62

信楽組 紫香楽病院 6月9日

甲南組 （社福）やまなみ工房 5月13日 17 12 5 5 1 4 0 7 25

水口1,2,3
湖南組

水口スポーツの森 4月29日 188 84 104 10 13 128 30 7 210

土山組 土山グランド 4月29日 20 9 11 4 2 14 0 0 17

1組 （特養）近江第二ふるさと園 4月29日 50 28 22 4 6 38 0 2 46

２組 （社福）青い鳥会彦根学園 4月29日 24 11 13 3 0 16 5 0 27

２．３組 （社福）かすみ会かいぜ寮 4月29日 115 56 59 9 10 75 20 1 138

１組 （特養）万葉の里 4月29日 55 30 25 6 2 32 15 0 49

２組 近江八幡市立八幡公園 4月29日 62 22 40 4 5 50 2 1 76

３組 （特養）白寿荘 4月29日 56 28 28 6 4 31 15 0 52

湖北 支部
市立長浜病院

（昨年は長浜市内の湖岸周辺）
4月29日 233 162 171 20 9 159 30 15 255

支部 大津赤十字志賀病院 4月29日 134 64 70 24 2 63 32 13 106

〃 （特養）さわの風 4月29日 4 1 3 2 0 1 0 1 14

集計 1528 755 873 151 92 1003 219 63 1537

令和６年５月３１日現在

立教187年 全教一斉ひのきしんデー 報告書の集計結果

91

西湖

大津

江西

江南

江南北

江東

江東南

立教１８７年（令和６年）６月３日 滋 賀 第２１９号
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令和元年の集計は、同じ開催会場ごとの参加総計を記載しています。
大津支部と湖北支部、江西支部の瀬田組は昨年と会場が変更されています。

〈 未開催 〉
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６月１日or２日、第二回目の「ようぼく一斉活動日」が開催されました。
各会場の様子が写真で報告されました。詳細は次号でご報告いたします。

２
日

江
西
支
部

栗
太
分
教
会

１
日

江
南
北
支
部

甲
賀
大
教
会

１
日

江
東
南
支
部

蒲
生
大
教
会

２
日

西
湖
支
部

末
廣
分
教
会
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ようぼく一斉活動日

１
日

大
津
支
部

教
務
支
庁

１
日

江
南
支
部

甲
龍
分
教
会

１
日

江
東
支
部

近
愛
分
教
会

２
日

湖
北
支
部

浅
井
分
教
会
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Ｊ
Ｒ
長
浜
駅
か
ら
、
東
へ
徒
歩
約
17
分
の
所

に
越
長
濱
分
教
会
は
あ
る
。
越
長
濱
の
道
は
、

大
正
14
年
５
月
27
日
、
福
井
県
三
方
郡
美
浜
町

に
高
那
彌
宣
教
所
と
し
て
お
許
し
を
戴
い
た
こ

と
に
始
ま
る
。

初
代
所
長
は
吉
本
九
平
、
二
代
所
長
は
中
村

捨
吉
で
あ
る
が
、
こ
の
捨
吉
と
後
の
三
代
会
長

を
務
め
る
中
村
家
と
は
、
血
縁
も
親
戚
関
係
も

な
い
。
捨
吉
の
時
代
に
教
勢
も
栄
え
つ
つ
あ
っ

た
が
、
所
長
留
守
中
に
火
災
に
遭
い
、
近
辺
の

信
者
及
び
村
人
た
ち
も
皆
田
植
え
に
奥
田
へ
行
っ

て
い
て
消
火
に
当
た
る
者
な
く
、
親
神
様
、
教

祖
の
御
目
標
様
を
は
じ
め
、
教
会
建
物
が
全
焼

し
た
。
そ
の
後
、
信
者
一
同
復
興
に
努
力
す
る

も
、
昭
和
12
年
９
月
11
日
、
捨
吉
の
出
直
し
と

と
も
に
、
全
く
の
有
名
無
実
と
な
り
、
名
称
の

理
は
大
教
会
に
一
時
お
預
け
と
な
る
。

当
時
の
越
乃
國
大
教
会
宇
野
晴
義
五
代
会
長

の
強
い
思
い
を
受
け
て
、
高
那
彌
分
教
会
を
長

浜
の
地
に
て
再
興
す
べ
く
、
そ
の
長
浜
で
単
独

布
教
を
し
て
い
た
中
村
庄
吉
・
ヤ
ス
夫
妻
が
教

会
復
興
に
邁
進
し
、
昭
和
25
年
、
移
転
・
担
任

変
更
の
願
書
を
提
出
す
る

も
不
備
が
あ
り
受
理
さ
れ

ず
、
同
年
12
月
28
日
庄
吉

が
出
直
す
。

し
か
し
再
興
の
熱
は
冷

め
る
こ
と
な
く
、
努
力
の

甲
斐
あ
っ
て
昭
和
27
年
４

月
25
日
、
庄
吉
の
妻
ヤ
ス

を
三
代
会
長
と
し
て
、
長

浜
市
南
高
田
町
七
十
番
地

に
て
越
長
濱
分
教
会
と
改

称
し
移
転
の
お
許
し
を
戴

く
。
更
に
昭
和
36
年
３
月

14
日
、
現
在
の
地
に
教
会

建
物
の
御
守
護
を
頂
い
た
。

し
か
し
、
ヤ
ス
と
と
も
に
生
活
し
、
会
社

勤
め
を
し
て
い
た
六
男
で
末
子
の
義
美
が
、
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
の
大
病
に
な
り
、
そ
れ
が
悪
化
し
て

４
年
の
入
院
生
活
を
送
る
も
、
医
者
か
ら
死
の

宣
告
を
受
け
た
。
そ
の
時
ヤ
ス
は
、
義
美
に
対

し
て
多
く
を
語
ら
ず
、
「
修
養
科
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
こ
う
」
と
だ
け
言
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の

義
美
は
信
仰
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
い
た
の
だ

が
、
入
院
費
支
払
に
苦
慮
す
る
母
に
、
こ
れ
以

上
苦
労
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
思
い
だ
け
で

修
養
科
を
志
願
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
入
学
し
て

３
日
目
に
倒
れ
、
憩
の
家
へ
か
つ
ぎ
込
ま
れ
た

が
、
こ
こ
で
も
医
者
か
ら
見
離
さ
れ
詰
所
へ
返

さ
れ
る
。
詰
所
で
寝
て
い

る
義
美
に
、
ヤ
ス
は
、

「
お
前
の
身
体
は
、
神
様

か
ら
の
か
り
も
の
や
。
こ

の
ぢ
ば
で
休
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
以
上
、
安
心

し
て
全
て
神
様
に
お
任
せ

し
て
い
れ
ば
よ
い
。
味
噌

汁
も
漬
物
も
、
出
し
て
い

た
だ
い
た
物
は
、
は
い
と

喜
ん
で
い
た
だ
け
ば
よ
い
。

医
者
が
ダ
メ
だ
と
言
う
物

で
も
、
こ
の
屋
敷
に
い
た

ら
神
様
が
食
べ
さ
せ
て
く

だ
さ
る
。
何
も
心
配
は
い

ら
ん
」
ヤ
ス
は
そ
う
言
っ
て
、
医
者
が
こ
れ
だ

け
は
絶
対
や
め
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
た
薬
を
、

義
美
の
目
の
前
で
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
義
美
は
、

そ
れ
を
見
て
な
ぜ
か
「
そ
う
だ
な
、
生
き
る
も

死
ぬ
も
神
様
次
第
。
生
か
さ
れ
て
い
る
今
を
喜

べ
ば
よ
い
」
と
濁
り
の
な
い
う
れ
し
さ
が
込
み

上
げ
て
き
た
。
す
る
と
そ
の
時
、
今
ま
で
出
な

か
っ
た
尿
が
、
15
㎏
も
一
気
に
出
た
の
で
あ
る
。

初
め
て
、
は
っ
き
り
と
神
様
の
お
は
た
ら
き
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
義
美
は
、
す
ぐ
さ
ま
大
教

会
の
青
年
勤
め
、
専
修
科
を
終
え
、
教
祖
八
十

年
祭
の
ひ
の
き
し
ん
を
つ
と
め
、
長
浜
の
教
会

へ
帰
っ
た
。
そ
の
翌
年
の
昭
和
42
年
３
月
、
そ

れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
ヤ
ス
が
出
直
し

た
。
ヤ
ス
の
あ
と
、
昭
和
42
年
5
月
26
日
、
義

美
が
四
代
会
長
に
就
任
。
そ
し
て
、
義
美
は
御

恩
報
じ
一
筋
に
努
め
、
現
在
の
神
殿
普
請
を
成

し
遂
げ
、
平
成
19
年
に
は
、
憩
の
家
の
事
情
部

講
師
の
御
用
に
就
く
。
そ
れ
を
機
に
、
平
成
19

年
9
月
26
日
、
長
男
で
あ
る
庄
一
が
五
代
会
長

に
就
任
す
る
。
庄
一
・
睦
夫
妻
は
、
教
会
お
と

ま
り
会
や
学
習
支
援
教
室
な
ど
少
年
会
活
動
に

力
を
入
れ
、
ま
た
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に

も
来
て
も
ら
え
る
よ
う
「
ぽ
か
ぽ
か
」
と
銘
打
っ

て
月
に
一
度
の
集
ま
り
を
催
す
な
ど
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
教
会
報
も
毎
月
発
行
し

て
い
て
、
更
に
手
製
の
に
を
い
が
け
用
の
チ
ラ

シ
を
、
毎
月
１
千
５
百
枚
程
作
成
し
、
教
会
周

辺
地
域
に
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も
う
12
年

以
上
続
け
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
民
生
委
員

に
も
推
さ
れ
、
地
元
に
根
ざ
し
た
活
動
を
心
掛

け
る
庄
一
・
睦
夫
妻
で
あ
る
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№111

越
長
濱
分
教
会
（
越
乃
國
・
湖
北
支
部
）

こ

し

な

が
は
ま

会
長

中
村

庄
一

住
所

長
浜
市
南
高
田
町
一
八
六
番
地
ノ
三

庄一会長夫妻

●

越長濱分教会

●

豊公園
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６月 行事予定

／02 主事会、役員会、婦人会例会
ようぼく民生児童委員連盟「顔合わせ会」

／09 同宗連 現地研修会
／13 災救隊 石川県へ出動（16日まで）
／15 教会探訪ルポ取材 桃山分教会
／25 教区長会議（教庁）16:00
／29 少年会例会 10:00 ＫＯＧ委員会 10:00

布教部例会 14:00
／30 庁舎清掃ひのきしん 大津支部

広報委員会 15:00

５月 教区日誌

〇第２回ようぼく一斉活動日
１日 大津・江南・江南北・江東・江東南
２日 江西（午前＆午後）・湖北・西湖

／03 主事会、役員会、婦人会例会
第１回地方委員会

／06 ＫＯＧ宿舎備品搬入（豊井ふるさと寮）
「こども横丁」設営作業開始

／09 琵琶湖外来魚駆除ひのきしん（青年会）
第50回道の教職員の集い総会 13:30

／16 おうた演奏会大阪公演
／25 教区長会議（38母屋）16:00
／27 庁舎清掃ひのきしん 江西支部 9:30
／28 少年会例会 10:00 布教部例会 14:00
／29 広報委員会 15:00
／30 天理教滋賀里親会総会 10:00

◇ 閉庁日 14日 23日 25日 26日
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

こども横丁設営ひのきしん
６月と７月共に、各支部より延べ５名

以上の出仕をお願いいたします。支部に

てとりまとめの上、出仕表をご提出くだ

さい。ご協力のほど、よろしくお願いい

たします。

■ 設営ひのきしん活動日 ■

各日とも午前９時、こども横丁の現場へご
集合ください。連日出仕の方は、宿舎に宿泊
いただけます。

６月 ６
木

８
土

９
日

13
木

14
金

15
土

16
日

17
月

19
水

20
木

22
土

23
日

24
月

25
火

28
金

29
土

30
日

７月 ４
木

６
土

７
日

８
月

12
金

13
土

14
日

16
火

17
水

19
金

20
土

21
日

23
火

24
水

25
木

→
本期間へ

■支援募金の「お願いシール」を活用しよう
滋賀教区では、能登半島地震の復興支援のた

め「天理教災害救援ひのきしん隊基金」への心
寄せをお願いしております。
先月お配りした「お願いシール」を空きビン

や空き箱に張って、募金活動にご活用ください。
集まった募金は支部で取りまとめて教区へお届
けください。定期的に同基金に振り込みます。

■ 回収日（１回目）７月２日
〇お問い合わせは滋賀教務支庁まで

復興に真実を届けよう！

・村松 貞子 氏［網島 江東］
む ら ま つ さ だ こ

８８歳 大日分教会長
だ い に ち

４月２８日 出直されました

・中島 須美子 氏［甲賀 江南北］
な か じ ま す み こ

９６歳 大野分教会前会長夫人
お お の

５月７日 出直されました

訃 報

法人関係

▽飛地境内建物承認願

・押立分教会［甲賀 江東］
受理日 ５月２３日

布教所関係

▽布教所長変更

・南郷布教所 ［河原町 陽向 大津］
な ん ご う ひ な た

新所長 小山 哲史
さ と し


